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２
０
２
５
年
３
月
31
日
、
金
山
町
は
合
併
し
て
70
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
70
周
年
を
迎
え
る
ま
で
の
様
々
な
出
来
事
を
、
広
報

か
ね
や
ま
と
一
緒
に
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

金
山
町
合
併
70
周
年
の
歩
み

■1955年（昭和30年）３月　『沼沢・川口・本名・横田の
４ヶ村が合併し金山村となる』
■�1958年（昭和33年）４月
　『町制施行により金山町が誕生』
　当時は大沼郡で３つ目、両沼では５つ目の町とな
り、人口は9,555人と坂下、高田、柳津に次ぐ大き
な町でした。
■�1964年（昭和39年）５月
　『広報かねやまが発刊』
　金山町初代町長、渡部文衛氏によ
る発刊の言葉を表紙に、広報かねや
まがスタートしました。

昭和

S48. 3　100号

S56. 8　200号 H1. 12　300号

H10. 4　400号

■1971年（昭和46年）８月
　�『会津若松・小出間が国鉄只見
線として全線開通』
　昭和31年に国鉄会津線が川口
まで開通し、昭和38年に川口・
只見間の資材運搬線が国鉄只見
線として営業を開始しました。
最後に、昭和10年から着工して
いた、只見線大白川駅～会津線
只見駅間が昭和46年に貫通し、
会津若松～小出間の135 .2ｋｍが
「只見線」という名称で全線開
通となりました。

■1985年（昭和60年）３月
　�『町民憲章・町民の歌・金山音
頭を制定』
　合併70周年式典では有志の
方々により町民の歌が披露され
ました。（詳細はＰ５）

S33. 4　金山町が誕生

S46. 8　国鉄只見線が全線開通
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H18. 8　500号

H26. 12　600号

R5. 4　700号

■2020年（令和２年）７月
　�『東北電力奥会津水力館みお里
MIORIオープン』
　奥会津地域は大規模な電源開発
により戦後の復興期を電力供給で
支えました。そうした水力発電の
特徴や歴史的意義などについて展
示されています。その他にも期間
限定の企画展なども行っており、
現在は金山町合併70周年記念写真
展　『「かねやま」の昭和』が開催中
です。（詳細はP４）

平成

令和

■2022年（令和４年）10月
　『JR只見線全線運転再開』
　平成29年６月、福島県・ＪＲ・会津
17市町村会議で只見線の鉄路による全
線復旧が正式に決定し、平成30年６月
に只見線復旧工事起工式が執り行われ
ました。そして新潟・福島豪雨から11
年、待ち望んでいた只見線全線での運
転が再開されました。

■�1990年（平成２年）８月　『妖精の里づくりを宣言』
　町の新しい観光産業を作り出し、地域の活性
化を目指すことを目的に「妖精の里づくり」は
宣言されました。

■�1992年（平成４年）４月　『活性化センター「こぶ
し館」開館』

■1993年（平成５年）９月 『妖精美術館開館』
■�1995年（平成７年）12月 『町営スキー場「フェ
アリーランドかねやま」がオープン』

■2011年（平成23年）７月　『新潟・福島豪雨災害』
■�2013年（平成25年）８月 『公式キャラクターと
して奥会津金山赤カボチャの妖精「かぼまる」
が誕生』

R2. 7
東北電力奥会津
水力館みお里
MIORI開館式

H5. 9　妖精美術館がオープン

R4. 10　会津川口駅にてお出迎え
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写真展「かねやまの昭和」

金
山
町
の
写
真
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業

〈
か
ね
や
ま
「
村
の
肖
像
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
〉
の
こ
れ
ま
で
の
成
果
に
、

「
広
報
か
ね
や
ま
」
記
事
と
近
年
デ

ジ
タ
ル
化
作
業
を
行
っ
た
新
た
な
資

料
を
交
え
て
、「
か
ね
や
ま
」
の
昭

和
を
振
り
返
っ
た
写
真
展
で
す
。

前
期
（
10
月
１
日
～
11
月
３
日
）

は
、「
風
土
と
時
代
の
あ
い
だ
に
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
働
く
人
々
の

写
真
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。

後
期
（
11
月
６
日
～
11
月
30
日
）

は
、「
こ
ど
も
の
眼
差
し
／
来
訪
者

の
眼
差
し
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、

旧
中
川
小
学
校
の
児
童
た
ち
が
描
い

た
絵
画
や
各
地
風
景
の
写
真
な
ど
か

ら
「
か
ね
や
ま
」
の
暮
ら
し
を
振
り

返
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

金山町の人口 （人口は国勢調査より）
令和７年１０月１日現在
世帯数� ９８５世帯
人　口� １，６９９人
　男� ８４１人
　女� ８５８人

0
2
4
6
8
10
12

令
和
2
年

平
成
27
年

平
成
22
年

平
成
17
年

平
成
12
年

平
成
7
年

平
成
2
年

昭
和
60
年

昭
和
55
年

昭
和
50
年

昭
和
45
年

昭
和
40
年

昭
和
35
年

昭
和
30
年

1,862 2,189 2,4622,8343,2043,5113,9454,2824,7905,218
6,511

7,586

10,1199,555

千人

懐かしい写真がたくさん
ぜひご来場ください

合併の歴史
旧 組 合 大塩組 大石組
明治４年 第46区 第47区

明治６年

滝

沢

村

大

塩

村

田

沢

村

越

川

村

横

田

村

大

岐

村

山

入

村

本

名

村

八

町

村

西

谷

村

小
栗
山
村

川

口

村

中

井

村

玉

梨

村

大

石

村

水

沼

村

太
郎
布
村

沼

沢

村

大
栗
山
村

三

更

村

福
沢
入
新
田
村

板

下

村

宮

崎

村

明治６年
～明治22年

滝

沢

村

大

塩

村

田

沢

村

越

川

村

横

田

村

山

入

村

（
明
８・８・12
）

本

名

村

八

町

村

西

谷

村

小
栗
山
村

川

口

村

玉

梨

村

（
明
８・８・12
）

大

志

村

水

沼

村

太
郎
布
村

沼

沢

村

大
栗
山
村

（
明
８・８・12
）

中

川

村

（
明
８・８・12
）

明治22年４月１日 大滝村 横田村
本
名
村

川口村 沼沢村

明治22年
～昭和30年 横田村（昭15.4.1）

本
名
村

川口村 沼沢村

昭和30年３月31日 金山村
昭和33年４月１日 金山町
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合
併
70
周
年
記
念
式
典

11
月
８
日
、
御
神
楽
館
に
お
い
て
金

山
町
合
併
70
周
年
記
念
式
典
が
執
り
行

わ
れ
、
来
賓
や
招
待
者
約
１
２
０
名
が

出
席
し
ま
し
た
。
功
労
団
体
に
は
災
害

の
防
除
と
消
防
力
の
向
上
に
努
め
た
と

し
て
金
山
町
消
防
団
が
表
彰
さ
れ
、
消

防
団
長
の
横よ

こ

田た

俊と
し

道み
ち

さ
ん
に
表
彰
状
が
、

副
団
長
の
滝た

き

沢ざ
わ

良り
ょ
う
い
ち一

さ
ん
に
新
調
さ
れ

た
団
旗
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
金
山
町

と
友
好
都
市
で
あ
る
埼
玉
県
羽
生
市
と

鴻
巣
市
に
は
、
多
年
に
わ
た
る
交
流
に

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
文
化
協
会

と
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
に
よ
る
金
山
音
頭

や
、
か
ね
や
ま
小
学
校
、
金
山
中
学
校
、

県
立
川
口
高
校
の
生
徒
と
有
志
に
よ
る

「
花
は
咲
く
」「
町
民
の
歌
」
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
開
発
セ
ン
タ
ー
で
昼

食
会
が
行
わ
れ
、
文
化
協
会
の
方
に
よ

る
舞
踊
が
披
露
さ
れ
る
中
、
70
周
年
を

振
り
返
り
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

1会場全体に響き渡る町民
の歌

2合唱披露に対して拍手を
送る来賓

3動きのそろった金山音頭
を披露

4新調された団旗をお披露
目

5感謝状を受け取る河田羽
生市長

6感謝状を受け取る並木鴻
巣市長

7開発センターにおいて昼
食会

1

2 3

7

4

65
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町
道
中
川
大
栗
山
線
は
、
中
川
地
区
と
大
栗
山

地
区
を
結
ぶ
、
町
の
主
要
幹
線
で
す
。
今
回
開
通

し
た
区
間
は
延
長
約
１
，
２
０
０
メ
ー
ト
ル
で
あ

り
、
平
成
28
年
度
に
開
通
し
た
約
１
，
０
０
０
メ

ー
ト
ル
と
合
わ
せ
、
町
道
中
川
大
栗
山
線
が
完
成

し
ま
し
た
。

本
路
線
は
住
民
の
生
活
路
線
は
も
と
よ
り
、
観

光
面
で
も
沼
沢
湖
等
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
路
線
と
し

て
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
災
害
時
に
お
け
る
迂

回
路
と
し
て
も
大
き
な
役
割
を
担
い
、
防
災
・
減

災
の
観
点
か
ら
も
非
常
に
重
要
な
路
線
で
す
。
引

き
続
き
、
残
っ
た
１
車
線
区
間
の
２
車
線
化
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

町道中川大栗山線（中川工区）
約２５年間の工事を経て開通

道の駅
奥会津かねやま

上田ダム 400

252

只見川

会津中川
町道中川
大栗山線

今回開通区間

6広報かねやま　̓��１１��１̏



平
成
13
年
度

•
�

整
備
事
業
が
着
手

平
成
21
年
度

•
�

急
崚
な
地
形
で
施
工
が
困
難
と
判

断
さ
れ
、
福
島
県
の
代
行
事
業
と

し
て
整
備
事
業
に
着
手

平
成
26
年
度

•

茶
淀
沢
橋
完
成

平
成
28
年
度

•
�

約
１
，
０
０
０
ｍ
区
間
で
一
般
車

両
通
行
開
始

令
和
３
年
度

•

壁
屋
坂
橋
完
成

令
和
５
年
度

•

東
沢
橋
完
成

令
和
６
年
度

•
�

福
島
県
の
代
行
事
業
が
完
了
し
、

主
要
構
造
物
が
完
成

•
�

町
が
舗
装
工
事
や
防
護
柵
工
事
を

開
始

令
和
７
年
度

•
�

町
道
中
川
大
栗
山
線
が
開
通

約
１
，
２
０
０
ｍ
区
間
で
一
般
車

両
通
行
開
始

10
月
17
日
開
通
式
を
実
施

事

業

経

過

テープカットとくす玉開披後に開通式参列者で記念撮影

10
月
17
日
、
町
道
中
川
大
栗
山
線

の
開
通
式
が
行
わ
れ
、
多
数
の
来
賓

の
ほ
か
、
地
元
区
長
、
用
地
を
提
供

さ
れ
た
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
、
長
年
に
わ
た
る
工

事
を
経
て
完
成
し
た
、
町
道
中
川
大

栗
山
線
の
開
通
に
喜
び
の
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。
閉
会
後
は
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
・
く
す
玉
開
披
で
開
通
を
祝
い
、

そ
の
後
は
町
役
場
公
用
車
を
先
頭
に

通
り
初
め
が
行
わ
れ
、
新
た
な
道
路

か
ら
の
景
色
を
堪
能
し
ま
し
た
。

会津若松建設所による事業経過報告を傾聴 開通式参列者で町道中川大栗山線を通り初め

開通区間をドローンで空撮 なだらかにのびる道路

7 広報かねやま　̓��１１��１̏
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奥会
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࠵
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秋の味覚で幸せ満腹

金山町
合併７０周年特別企画

会場企画

ごっつお
が集結

ʮ金山町まͪͮ Γ͘
ΞΠσΟΞίϯςετʯදজ式

ඒしいՎ੠で
ձ৔をັྃ

நબで̓ ໊̌ ʹ͓ถをϓϨθϯτ！

͓ͬͭ͝で
͓ෲいͬͺいʹ

ຖ೥ߍߴྫ߃ੜʹΑΔग़ళ
৽঎඼ͷ

ຣ஡ϨϞ
ωʔυ

ͬ͝ ͓ͭをٻΊて௕ऄͷྻ͕

͔΅まΔ
Ό͡Μ͚Μ

Ό͡Μ͚ΜΆΜ！

େٕ͕ܾ
まͬ て

Ψοπϙʔ
ζ

େΤΞڊ
༡۩で

༡ͼまΘ
Δ

େ෺͕
௼Εͨͧ

！
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会場企画

ごっつお
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ΞΠσΟΞίϯςετʯදজ式
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ຖ೥ߍߴྫ߃ੜʹΑΔग़ళ
৽঎඼ͷ

ຣ஡ϨϞ
ωʔυ
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ʹੜߍߴ
ΑΔ

όϯυες
ʔδ

อҭॴͷࢠͲ΋ͨ
͕ͪ

ൃදલʹҙࠐؾ
Έを

ඒしい෣གྷを
൸࿐

͓஡ͱ͓ ՛ࢠで

΄ͬ ͱҰଉ

ͬ࢖をثָ
ͨ

いԋڧྗ
૗

ձ৔ʹઃஔ
͞Εͨ
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金山町文化祭開催

11
月
３
日
、
御
神
楽
館
に
お
い
て
金
山

町
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
有

志
に
よ
る
舞
踊
や
バ
ン
ド
演
奏
、
保
育
所

の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
ダ
ン
ス
な
ど
13
の

芸
能
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
外

で
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
に
よ
る
出
店
や
、

ち
び
っ
こ
広
場
ゲ
ー
ム
大
会
で
の
釣
り
ゲ

ー
ム
や
ビ
ン
ゴ
大
会
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

各
公
民
館
主
催
で
開
催
さ
れ
て
い
た
文
化

祭
を
、
一
つ
に
統
合
し
て
初
め
て
開
催

さ
れ
た
金
山
町
文
化
祭
は
、
約
３
０
０

人
の
来
場
者
で
盛
況
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
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活き活きとした笑顔がはじけた
川口保育所運動会
　１０月４日、川口高校校庭において川口保
育所運動会が行われました。全児によるかわ
いらしいダンスで競技が始まり、かけっこや
綱引き、大玉ころがしなど、友だちに負けな
いよう練習の成果を発揮しました。親子競技
も行われ、ゴール前でサイコロを振り、出た
目に従い抱っこやおんぶでゴールしました。
校庭をパワフルに駆け回る子どもたちに、会
場の皆さんは元気をもらえた一日となりまし
た。

秋晴れの中　妖精の里
グラウンド・ゴルフ大会実施
１０月５日、町営グラウンド・ゴルフ場に

おいて第８回金山町妖精の里グラウンド・ゴ
ルフ大会が行われました。会津全域から
２００名以上の選手が集まり、広大なグラウ
ンドでのびのびとプレーしました。他町村の
選手との久々の再会も果たし、互いに切磋琢
磨し合いながら交流を深めました。

協力して避難所設営

日頃の訓練を大切に
金山町防災訓練
１０月１９日、旧横田小学校において金山町
防災訓練が実施されました。横田地区住民によ
る避難訓練から始まり、消防団による消火訓練
や婦人消防クラブによる初期消火訓練、赤十字
奉仕団による炊き出しなどが行われました。
また、体育館では救急救命講習や避難所設営
訓練も行われ、防災意識を高める貴重な訓練と
なりました。

ホールポストを狙って最後の一打

●ママと一緒に
笑顔でゴール
⬅

友だちに
負けないぞ●➡
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全校生が団結　金中祭開催
１１月２日、金山中学校において金中祭が

開催されました。「Blooming in every moment
すべての瞬間に咲き誇れ　～突き進め１３人
の心を一つに～」のスローガンのもと、全校
生で準備してきた成果を保護者や地域の皆さ
んに届けました。合唱発表では昭和中学校の
生徒も参加し、両沼小・中学校合同音楽祭で
披露した２曲を力強く歌い上げました。その
他にも地域学習や修学旅行の思い出をおりま
ぜた劇や、太鼓の演奏、英語弁論などを発表
し、会場を盛り上げました。

成長した姿を地域の皆さんへ
かねやまフェスティバル開催
１１月１日、かねやま小学校においてかねや
まフェスティバルが開催されました。各学年で
金山町らしさを加えた劇を披露し、１年生は
「くじらぐも」、２年生は「スイミー」、３・４
年生は「浦島太郎」、５・６年生は世界中が熱
狂した世界陸上やオリンピックをかぼまると掛
け合わせた「かぼまるンピック」で、縄跳びや
跳び箱を使った技を披露しました。鼓笛演奏で
は新しくなった校歌を披露し、保護者や地域の
皆さんに成長した姿を届けました。

１年生による「はじめの言葉」で
かねやまフェスティバルがスタート

スローガンを表したビッグアートをお披露目

駅愛称採用者に
ミニチュア駅名標を贈呈
　町では、ＪＲ只見線全線運転再開３
周年を記念した本名駅と会津越川駅の
駅名標リニューアルに併せ、駅愛称の
募集を行っていました。厳選な審査の
結果、本名駅は「御

み か ぐ ら だ け

神楽岳・湯
ゆぐらおん せ ん

倉温泉
入
いりぐち

口」、会津越川駅は「二
ふたあらじんじゃ

荒神社と雪
ゆき

椿
つばき

の郷
さと

」が選ばれ、考案した長
は せ が わ

谷川エ
イ子

こ

さん（宮崎）と横
よ こ た

田敏
とし

宏
ひろ

さん（越
川）に、記念品としてミニチュア版の
駅名標をプレゼントされました。

リニューアルされた
会津越川駅の前で記
念撮影（横田さん）●

●リニューアルされ
た本名駅の前で記念
撮影（長谷川さん）

➡

⬅
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お
じ
ゃ
ま
し
ま
す

10
月
11
日
～
12
日
、
金
山
町
合

併
70
周
年
を
記
念
し
、
羽
生
市
と

鴻
巣
市
を
巡
る
友
好
都
市
ツ
ア
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
は
鴻
巣
市
の
吹
上
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
金
山
町

と
友
好
都
市
と
の
ゆ
か
り
に
つ
い

て
話
を
伺
い
ま
し
た
。
夜
は
ギ
ネ

ス
記
録
に
も
認
定
さ
れ
た
四
尺
玉

が
有
名
な
「
こ
う
の
す
花
火
大
会
」

を
楽
し
み
ま
し
た
。
２
日
目
は
羽

生
市
を
巡
り
、
歴
史
の
あ
る
藍
染

体
験
や
羽
生
市
お
す
す
め
の
「
キ

ヤ
ッ
セ
バ
ー
ガ
ー
」
を
堪
能
し
ま

し
た
。
友
好
都
市
に
つ
い
て
深
く

知
る
こ
と
が
で
き
た
貴
重
な
ツ
ア

ー
に
な
り
ま
し
た
。

番
外
編

友
好
都
市
に

お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
♪

ふ
く
し
ま
駅
伝

12広報かねやま　̓��１１��１̏

11
月
16
日
（
日
）
に
第
37
回
市
町
村
対
抗

福
島
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

金
山
町
は
、
今
年
も
三
島
町
、
昭
和
村
、

湯
川
村
、
檜
枝
岐
村
、
川
内
村
、
葛
尾
村
と

の
合
同
チ
ー
ム
「
希
望
ふ
く
し
ま
」
で
出
場

し
ま
す
。
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ふ
く
し

ま
駅
伝
に
向
け
て
仕
事
や
学
校
の
後
に
練
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。
金
山
町
の
コ
ー
チ
兼
選

手
の
中
丸
凌
太
さ
ん
（
大
志
）
は
、「
７
月

か
ら
お
互
い
に
高
め
な
が
ら
練
習
を
し
て
き

た
。
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
本
番
は

納
得
の
い
く
走
り
を
し
た
い
で
す
。」
と
話

し
ま
し
た
。

大
会
当
日
の
様
子
は
、
ラ
ジ
オ
福
島
で
生

放
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
聴
き
く
だ
さ

い
。 「希

望
ふ
く
し
ま
」
金
山
町
選
手
団
紹
介

レースの状況はラジオ福島で放送
午前７時４０分～
（AM1395kHz完全生中継）
金山町ではＦＭでも！

⃝川口・沼沢地区�７７．８ＭＨｚ
⃝横田・玉梨地区�７９．３ＭＨｚ

応援よろしくお願いします

４区　馬
ば ば

場 健
け ん と

人さん（板下出身）
８区　目

め ぐ ろ

黒 結
ゆ う た

詩さん（川口）
１１区　五

い が ら し

十嵐 玲
れ な

奈さん（上横田）
１３区　中

なかまる

丸 凌
りょうた

太さん（大志）
１６区　五

ご の い

ノ井 浩
こう

さん（高倉出身）
補欠　須

す さ

佐　なつさん（上横田出身）
補欠　菅

か ん け

家 慎
し ん ご

虎さん（川口）
補欠　馬

ば ば

場 真
こ こ ろ

心さん（越川）
補欠　大

おおにし

梓
あ ず み

未さん（横田）
補欠　D

デ ィ ラ ン

ylan M
マ ッ ク レ イ ン

cClain N
ニ ュ ー カ ム

ewcomeさん（板下）
補欠　伊

い と う

藤 輝
ひかる

さん（宮崎）

約２万発の花火が打ちあがりました（鴻巣市） きれいに染まり素敵な作品が誕生（羽生市）

１１月16日（日）
午前７時４０分スタート

希望ふくしまチーム
金山町選手紹介



環境センターの燃やせるごみ搬入口が変わります
１１月２６日（水）より、新ごみ焼却施設の試運転が開始するため、燃やせるごみの搬
入口が変更となります。燃やせるごみ以外のごみ（燃やせないごみ、プラスチック、ビン、
ペットボトル）については、変更ありません。
燃やせるごみとそれ以外のごみを一緒に搬入する場合は、はじめに燃やせるごみ以外の
搬入口にお越しください。なお、その際はごみの種類ごとに荷下ろししやすいよう搬入前
に分別をお願いします。
※ごみを持ち込む際は、必ず市町村のごみ担当課に確認の上、搬入してください。
※�持ち込むごみの種類によって複数回計量をお願いすることがあります。ごみ搬入の際は
計量受付及び現場係員の指示に従ってください。
※�ごみの荷下ろしは搬入者ご自身で行なっていただきます。現場係員は基本的に補助しま
せんので、ご理解をお願いします。

有機性廃棄物
リサイクル推進施設
（し尿処理施設）新ごみ焼却施設

（燃やせるごみ）

計量受付

計量受付

既存ごみ焼却施設

リサイクルセンター
（プラスチック）
ストックヤード
（びん・　　　
ペットボトル）

ごみ破砕施設
（燃やせないごみ）

ポリテクセンター

蟹川橋

東北電力
若松変電所燃やせるごみ以外搬入口

燃やせるごみ搬入口

会津若松再生資源協同組合

◎問い合わせ…
会津若松地方広域市町村圏整備
組合　環境センター
☎︎０２４２－２７－９００４
ホームページ
https://www.aizu-kouiki.jp/

医療費が高額になったときは…高額療養費が支給されます
▶高額療養費制度とは
ひと月の医療費が基準額（自己負担限度
額）を超えた場合に、その超えた金額が支
給される制度です。基準額（自己負担限度
額）は年齢や所得に応じて異なります。
▶高額療養費制度を受けるには
　下記の①②のいずれかを医療機関の窓口
で提示してください。

国民健康保険の方
①マイナ保険証
②�限度額適用・標準負担額減額認定証ま
たは限度額適用認定証

後期高齢者医療保険の方
①マイナ保険証
②限度区分が併記された資格確認書

▶マイナ保険証で面倒な手続きが不要に
　マイナ保険証を持っている方は、医療機
関の窓口で提示するだけで、基準額（自己
負担限度額）を超えた金額のお支払いが不
要になります。もちろん②は不要です。マ
イナ保険証をぜひご利用ください。
▶マイナ保険証をお持ちでない方は
国保、後期高齢ともに②の申請が必要と
なり、発行された②を医療機関の窓口でご
提示ください。（国民健康保険の方は、資
格確認書と共に医療機関の窓口で提示して
ください。）
年齢や所得によって発行されない場合も
ありますので、事前に保健福祉課保健係ま
でご相談ください。
◎問い合わせ…保健係　☎︎５４－５１３５
（国民健康保険、後期高齢者医療保険以
外の方は、それぞれご加入の保険へお問
い合わせください。）
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Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

お
知
ら
せ

募

集

令
和
７
年
12
月
よ
り
、
会
津
バ
ス

（
川
口
＝
大
芦
線
）
は
、
次
に
よ
り

運
休
し
ま
す
。

▼
運
休
日

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
。
ま
た

年
始
は
１
月
１
日
か
ら
４
日
ま
で
運

休
と
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

会
津
バ
ス
田
島
営
業
所

☎︎
０
２
４
１

－

62

－

０
１
３
４

会
津
バ
ス
運
休
日
の
お
知
ら
せ

暮
ら
し

町
で
は
、
令
和
７
年
３
月
末
で
閉

校
と
な
っ
た
旧
横
田
小
学
校
に
つ
い

て
、
地
域
活
性
化
に
資
す
る
た
め
利

活
用
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
施
設

旧
横
田
小
学
校
跡
地
（
校
舎
ほ
か
）

▼
募
集
期
間

令
和
７
年
10
月
22
日
（
水
）
～

令
和
８
年
１
月
22
日
（
木
）

▼
応
募
方
法

公
募
要
領
に
よ
り
応
募
を
受
け
付

け
ま
す
。
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
企
画
係

☎︎
54

－

５
２
０
３

旧
横
田
小
学
校
跡
地
等
利
活

用
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

▼
推
薦
試
験

•

資
格

男
子
中
卒
（
見
込
含
む
）
17
歳
未

満
の
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
等

に
顕
著
な
実
績
を
修
め
、
学
校
長
が

推
薦
で
き
る
者

•

受
付
期
間

令
和
７
年
10
月
１
日
（
水
）

～
11
月
28
日
（
金
）

▼
一
般
試
験

•
資
格

男
子
中
卒
（
見
込
含
む
）
17
歳
未

満
の
者

•

受
付
期
間

令
和
７
年
10
月
１
日
（
水
）

～
令
和
８
年
１
月
15
日
（
木
）

そ
の
他
詳
細
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
自
衛
隊
福
島
地
方

協
力
本
部
会
津
若
松
出
張
所

☎︎
０
２
４
２

－

27

－

６
７
２
４

陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

県
で
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
更
な

る
推
進
に
向
け
て
、
農
業
者
等
が
知

「
ス
マ
農
ふ
く
し
ま
」

会
員
募
集

り
た
い
情
報
を
効
率
よ
く
得
ら
れ
る

専
用
サ
イ
ト
「
ス
マ
農
ふ
く
し
ま
～

ふ
く
し
ま
ス
マ
ー
ト
農
業
ナ
ビ
～
」

の
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
サ

イ
ト
で
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の

紹
介
や
活
用
し
た
農
業
者
の
声
、
実

証
事
例
、
研
究
成
果
な
ど
の
情
報
を

タ
イ
ム
リ
ー
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
会

員
限
定
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

11
月
末
の
開
設
（
予
定
）
に
先
立

ち
、
ス
マ
農
ふ
く
し
ま
の
会
員
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
登

録
く
だ
さ
い
。
会
員
登
録
は
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
可
能
で
す
。

▼
時
間
額

１
，
０
３
３
円

賃
金
の
改
定
に
対
応
し
て
引
き
上

げ
を
行
う
場
合
に
は
、「
賃
上
げ
」

支
援
助
成
金
等
の
各
種
施
策
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

福
島
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎︎
０
２
４

－

５
３
６

－

４
６
０
４

福
島
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎︎
０
２
４

－

５
３
６

－

２
７
７
７

職
業
対
策
課

☎︎
０
２
４

－

５
２
９

－

５
４
０
９

福
島
県
最
低
賃
金
が
令
和
８
年

１
月
１
日
か
ら
変
わ
り
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ
…

福
島
県
農
林
水
産
部
農
業
振
興
課

☎︎
０
２
４

－

５
２
１

－

７
３
３
９

14広報かねやま　̓��１１��１̏



最
近
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

ご
家
庭
で
の
暖
房
器
具
の
取
扱
い
に

問
題
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ス
ト
ー

ブ
や
ヒ
ー
タ
ー
は
使
い
方
を
間
違
え

る
と
火
災
に
繋
が
り
ま
す
。
雪
の
降

る
季
節
と
な
り
雪
か
き
を
す
る
こ
と

が
増
え
て
い
き
ま
す
が
、
除
雪
中
の

事
故
も
毎
年
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
寒
い
冬
を

乗
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す
る
と
き
の
注

意
点

•
�

ス
ト
ー
ブ
の
上
で
洗
濯
物
を
乾
か

さ
な
い

•
�

ヒ
ー
タ
ー
の
送
風
口
に
物
を
置
か

な
い

•
�

火
を
つ
け
た
ま
ま
灯
油
を
給
油
し

な
い

•
�

ま
た
、
シ
ー
ズ
ン
初
め
は
暖
房
器

具
の
電
源
を
入
れ
る
前
に
し
っ
か

り
と
清
掃
し
、
故
障
が
な
い
か
確

認
し
て
か
ら
使
用
し
ま
し
ょ
う

▼
除
雪
の
際
の
注
意
点

•
�

可
能
な
限
り
２
人
以
上
で
行
う

※
も
し
も
に
備
え
携
帯
電
話
も
身

に
着
け
て

冬
の
事
故
に
注
意

•
�

用
水
路
に
落
下
し
な
い
よ
う
あ
ら

か
じ
め
目
印
を
付
け
て
お
く

•
�

屋
根
の
雪
を
降
ろ
す
時
は
命
綱
を

•
�

落
雪
し
そ
う
な
屋
根
に
は
近
付
か

な
い
。
隣
接
し
た
建
物
か
ら
の
落

雪
が
自
宅
敷
地
内
に
落
ち
る
こ
と

も
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う

•
�

除
雪
機
で
除
雪
す
る
際
、
安
全
ピ

ン
な
ど
の
安
全
装
置
が
正
常
に
作

動
す
る
状
態
で
作
業
を
行
い
、
雪

詰
ま
り
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
の
際
は
、

必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
切
る

○
火
事
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

◎
問
い
合
わ
せ
…

会
津
坂
下
消
防
署
金
山
出
張
所

☎︎
55

－

３
１
０
０

令
和
７
年
12
月
２
日
以
降
、
現
在

お
持
ち
の
被
保
険
者
証
は
使
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
今
後
医
療
機
関
を

受
診
す
る
際
は
、
健
康
保
険
証
と
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
登
録
し
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
保
険
証
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
マ
イ
ナ
保
険

証
を
お
持
ち
で
な
い
方
に
は
資
格
確

保
健
福
祉

マ
イ
ナ
保
険
証
の

利
用
に
つ
い
て

認
書
を
交
付
済
み
で
す
の
で
、
そ
ち

ら
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
ご
提
示
く

だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
り
た

い
方
は
、
役
場
住
民
係
（
☎︎
54

－

5

２
１
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
以
外
の
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ご

加
入
の
保
険
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
保
健
係

☎︎
54

－

５
１
３
５
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今
年
度
も
、
ま
た
た
び
細
工
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
た
び
の
加
工
の
仕
方
か
ら
作

品
完
成
ま
で
の
技
術
を
習
得
し
、
そ

の
技
術
を
後
世
に
残
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
は
、
金
山
町
中
央
公
民
館
・
金

山
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主
催
し
、

金
山
町
民
芸
品
創
作
研
究
会
の
協
力

を
得
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。
参
加

も
の
づ
く
り
講
座
（
ま
た
た

び
細
工
）
参
加
者
募
集

福
島
県
森
林
環
境
交
付
金
活
用
事
業

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
中
央
公
民
館

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
（
全
10
回
）

令
和
７
年

12
月
20
日
（
土
）、
21
日
（
日
）

令
和
８
年

１
月
10
日
（
土
）、
11
日
（
日
）

１
月
24
日
（
土
）、
25
日
（
日
）

２
月
７
日
（
土
）、
８
日
（
日
）

２
月
21
日
（
土
）、
22
日
（
日
）

▼
会
場

金
山
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
「
ゆ
う
ゆ
う
館
」

▼
時
間

午
前
９
時
～
午
後
３
時

▼
内
容

ま
た
た
び
細
工
の
習
得

（
そ
ば
ざ
る
、
四
ツ
目
ざ
る
な
ど
）

▼
参
加
費

•
�

金
山
町
民
（
金
山
町
に
住
民
票
が

あ
る
方
）

無
料

•
�

金
山
町
外
（
10
名
程
度
）

１
回

千
円

▼
持
ち
物

切
出
し
ナ
イ
フ
、
剪
定

鋏
、
厚
い
布
（
デ
ニ
ム
な
ど
）
等

▼
申
込
期
限

12
月
９
日
（
火
）

※
初
め
て
の
方
は
材
料
（
ま
た
た
び

等
）
を
準
備
し
ま
す
。

２
年
目
以
降
の
受
講
者
は
で
き
る

だ
け
自
分
で
材
料
を
準
備
し
て
き
て

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
中
央
公
民
館

☎︎
54

－

５
３
６
０

教

室



こ
れ
か
ら
の
予
定

所
得
税
の
基
礎
控
除
見
直
し

等
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、

所
得
税
の
「
基
礎
控
除
」
や
「
給
与

所
得
控
除
」
に
関
す
る
見
直
し
、「
特

定
親
族
特
別
控
除
」
の
創
設
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
改
正
は
、
原
則
と
し
て
、

令
和
７
年
12
月
１
日
に
施
行
さ
れ
、

令
和
７
年
分
以
降
の
所
得
税
に
つ
い

て
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
令
和
７
年
12
月
に
行

う
年
末
調
整
な
ど
、
令
和
７
年
12
月

以
降
の
源
泉
徴
収
事
務
に
変
更
が
生

じ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
見
直
し
等
に
関
す
る

一
般
的
な
ご
質
問
に
対
応
す
る
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
を
令
和
８
年
１
月
30
日

ま
で
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
受
付
時

間
は
、
年
末
年
始
を
除
い
た
平
日
の

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
基
礎
控
除
見
直
し

等
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎︎
０
５
７
０

－

０
２

－

４
５
６
２

地
域
活
性
化

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
in
会
津

地
域
づ
く
り
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や

経
験
談
、
リ
ア
ル
な
悩
み
を
身
近
な

取
組
の
現
場
見
学
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
通
し
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
開
催
日
時

11
月
17
日
（
月
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▼
場
所

勝
常
公
民
館
（
湯
川
村
）

▼
定
員

30
名
程
度

◎
問
い
合
わ
せ
…

福
島
県
地
域
振
興
課

☎︎
０
２
４

－
５
２
１

－

７
１
１
８

漆
の
実
の
ロ
ウ
絞
り
実
演
後
、
ボ

タ
ニ
カ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。
キ
ャ
ン
ド
ル
に
は
金
山
町

カ
ス
ミ
ソ
ウ
の
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を

飾
り
ま
す
。

▼
日
時

11
月
29
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
会
場

生
活
体
験
館
（
民
宿
朝
日
屋
向
）

▼
講
師

須
藤
聖
一
さ
ん
（
元
会

津
農
林
高
等
学
校
森
林
環
境
科
教

諭
）

▼
参
加
費

無
料

▼
申
込
期
限

11
月
21
日
（
金
）

▼
募
集
人
数

10
名

◎
問
い
合
わ
せ
…
林
業
係

☎︎
54

－

５
３
２
２

漆
ロ
ウ
を
利
用
し
た

ボ
タ
ニ
カ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
を

つ
く
り
ま
せ
ん
か

福
島
県
森
林
環
境
交
付
金
活
用
事
業

金
山
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

友
だ
ち
登
録
お
願
い
し
ま
す

町
で
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
情

報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
新
の

ク
マ
出
没
情
報
や
、
生
活
に
関
わ
る

情
報
な
ど
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
次

の
17
ペ
ー
ジ
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、

ぜ
ひ
友
だ
ち
登
録
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
企
画
係

☎︎
54

－

５
２
０
３
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そ
の
他

★
11
月
★

▼
12
日
（
水
）

•
�

御
神
楽
寄
席

午
後
３
時
〜

御
神
楽
館

▼
16
日
（
日
）

•
�

ふ
く
し
ま
駅
伝

▼
19
日
（
水
）

・
運
転
免
許
更
新

午
前
９
時
30
分
〜

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
21
日
（
金
）

•
�

古
文
書
教
室

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

★
12
月
★

▼
５
日
（
金
）
～
９
日
（
火
）

•
�

町
議
会
12
月
定
例
会

▼
６
日
（
土
）

•
�

お
ゆ
う
ぎ
会

保
育
所

▼
10
日
（
水
）

•
�

人
権
行
政
合
同
相
談
会

午
前
10
時
〜
正
午

開
発
セ
ン
タ
ー

•
�

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
県
民
総

ぐ
る
み
運
動
（
〜
１
月
７
日
）

電
話
も
し
く
は
二

次
元
コ
ー
ド
よ
り

お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

教

室



金山町の人口（11月 1 日現在）
世 帯 数� 983世帯（−２）
人　　口� 1,697人　（−２）
　 男 � 839人　（−２）
　 女 � 858人　（−０）

※（　）内は先月比　　住民基本台帳から

あの人この人
１０月届出（敬称略）

　『広報かねやま』への記載に同意して
いただいた方のみ掲載しております。

霊よ安らかに

栗　田　秀　一　（76歳）本　名

佐　藤　光　一　（85歳）大　塩

渡　部　恭　子　（96歳）滝　沢

坂　内　新　一　（98歳）玉　梨

栗　城　榮　一　（92歳）玉　梨

今月の納税
⃝国民健康保険税 ４期
⃝後期高齢者医療保険料 ４期
⃝介護保険料 ４期
⃝水道使用料 １１月分

納期限は
12月1日
納め忘れにご注意ください

９
月
16
日
～
10
月
15
日
集
計

⃝

寄
付
件
数

91
件

⃝
寄
付
金
額

百
七
十
五
万
九
千
円

ご
寄
付
は
地
域
の
活
性
化
事
業
や

自
然
環
境
の
保
全
事
業
な
ど
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

広
報
か
ね
や
ま
縮
刷
版

第
６
巻
発
売
中

町
の
歴
史
を
振
り
返
る
こ
と
が
で

き
る
、
広
報
か
ね
や
ま
縮
刷
版
の
最

新
刊
第
６
巻
を
販
売
し
ま
す
。
第
１

巻
か
ら
第
６
巻
ま
で
の
お
得
な
セ
ッ

ト
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。
全
巻
そ

ろ
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
金
山
町
を
懐

か
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

・
各
巻
１
冊
：
二
千
円
（
税
込
）

・
全
巻
６
冊
１
セ
ッ
ト
：

一
万
一
千
円
（
税
込
）

▼
購
入
締
切

11
月
28
日
（
金
）

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
企
画
係

ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

※
お
支
払
い
、
送
付
に
か
か
る
手
数

料
、
郵
送
料
金
は
購
入
し
た
方
の

ご
負
担
に
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
お
支
払
い
方
法
、
送

付
方
法
に
つ
い
て
は
購
入
し
た
方

に
別
途
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
企
画
係

☎︎
54

－

５
２
０
３
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自家消費用食品等の
放射性物質簡易測定の結果について

　複数の検体を測定している場合は最低値と最高値を表示
しています。
（測定年月日 令和７年１０月１日～令和７年１０月３１日）
※「ＮＤ」は、10ベクレル/㎏未満です。（単位：ベクレル/㎏）

※�厚生労働省が定める一般食品の放射性セシウムの基準値
は１００ベクレル／㎏です。
　町では自家消費用の食品等について放射線測定を役場で
行っています。
◎問い合わせ…
　保健係　☎︎５４－５１３５（自家消費用食品について）
　林業係　☎︎５４－５３２２（販売用食品について）　　

品　　名 測定件数 未検出数
セシウム

（134＋137合計値）

地下水 3 3 ND

金山町公式ＬＩＮＥで情報を配信しています！

１１月１日現在の登録者数
４５０人

友だち登録お願いします
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愛

今
年
は
、
来
春
か
ら
農
家
と
し

て
独
立
し
今
後
も
金
山
町
で
生
活

し
て
い
け
る
よ
う
、
住
居
や
圃
場

の
確
保
、
補
助
金
の
申
請
な
ど
独

立
に
向
け
て
色
々
な
準
備
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

春
先
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
桐

山
さ
ん
の
も
と
で
か
す
み
草
栽
培

の
研
修
を
し
、
練
習
用
ハ
ウ
ス
で

も
か
す
み
草
の
栽
培
を
行
い
ま
し

た
。
農
業
は
そ
の
年
の
天
気
や
気

候
に
よ
っ
て
臨
機
応
変
に
対
応
す

る
大
変
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

分
、
自
分
が
ど
う
接
し
た
か
に
よ

っ
て
生
育
も
変
わ
る
の
で
、
と
て

も
奥
が
深
く
て
面
白
い
で
す
。

地域おこし協力隊

田
たむら

村 淳
あつし

動
報
告

地
域
お
こ
し
協
力
隊

活

練習用ハウスで実践

鮮やかなかすみ草

ま
た
、
９
月
に
は

東
京
で
行
わ
れ
た
新

農
業
人
フ
ェ
ア
に
金

山
町
の
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
参
加
し
て
き
ま

し
た
。
移
住
や
農
業

に
興
味
の
あ
る
方
と

話
を
し
て
、
金
山
町
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
き
た
の
で
こ
れ
を
機

に
新
し
い
移
住
者
が
増
え
て
く
れ

た
ら
嬉
し
い
で
す
。

協
力
隊
と
し
て
の
活
動
も
残
す

と
こ
ろ
あ
と
半
年
で
す
。
初
心
忘

れ
る
べ
か
ら
ず
で
気
を
引
き
締
め

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

～
最
後
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
～

軽
ト
ラ
ッ
ク
を
探
し
て
い
ま
す
。

譲
っ
て
頂
け
る
方
が
い
ま
し
た
ら

役
場
農
林
課
ま
で
ご
連
絡
頂
け
る

と
嬉
し
い
で
す
。

祝
川
口
高
校
ボ
ー
ト
部
全
国
大
会
出
場

10
月
17
日
～
19
日
、
宮
城
県
で

東
北
高
等
学
校
選
抜
ロ
ー
イ
ン
グ

大
会
が
行
わ
れ
、
川
口
高
校
ボ
ー

ト
部
が
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
で
第

２
位
と
な
り
、
全
国
大
会
出
場
を

決
め
ま
し
た
。
新
人
大
会
で
全
国

大
会
出
場
を
果
た
し
た
の
は
、
平

成
15
年
以
来
の
快
挙
で
す
。

全
国
大
会
に
向
け
て
川か

わ
の野

天て
ん
ま馬

さ
ん
（
２
年
）
は
「
東
北
大
会
で

は
三
角
波
で
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て

し
ま
っ
た
の
で
、
対
応
で
き
る
よ

う
に
体
幹
を
強
化
し
た
い
で
す
。

全
国
大
会
で
は
自
分
た
ち
の
力
を

信
じ
て
レ
ー
ス
に
臨
み
た
い
で
す
」

と
抱
負
を
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

鈴す
ず
き木

悠ゆ
う
と斗

さ
ん
（
２
年
）
は
「
ベ

ン
チ
プ
レ
ス
や
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー

を
使
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
11
月

～
２
月
に
か
け
て
行
わ
れ
る
測
定

会
な
ど
を
通
じ
て
さ
ら
に
体
力
を

つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。
練
習
以

上
の
力
を
本
番
で
出
す
の
は
難
し

い
の
で
、
普
段
か
ら
追
い
込
ん
で

練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と

日
々
の
練
習
に
つ
い
て
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。

全
国
大
会
の
レ
ー
ス
は
、
東
北

大
会
よ
り
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
長

い
２
０
０
０
メ
ー
ト
ル
で
の
競
技

と
な
り
ま
す
。
自
己
ベ
ス
ト
の
３

分
33
秒
で
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
を

通
過
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
た
い

と
力
強
く
決
意
を
表
明
し
て
く
れ

ま
し
た
。
全
国
大
会
は
３
月
20
日

か
ら
静
岡
県
で
行
わ
れ
ま
す
。１０月２３日、町長（左）へ報告に訪れた

（町長隣から）川野さん、鈴木さん、ボート部顧問の酒井先生
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